
資料名 員数 時代 所蔵 展示期間

1 ※鴟尾　唐招提寺金堂 1枚 奈良時代 唐招提寺

2 鴟尾　尾張元興寺跡 2点 飛鳥時代 名古屋市教育委員会

3 ○ 鴟尾　高丘3号窯 1点 奈良時代 明石市

4 ※復原鴟尾　平城宮第一次大極殿 1枚 現代（復原年代は奈良時代） 文化庁

5 金箔瓦　安土城跡 2点 安土桃山時代 滋賀県

6 金箔鯱瓦　安土城跡 5点 安土桃山時代 滋賀県

7 金箔鯱瓦復原模型 1枚 現代 滋賀県

8 金箔瓦　聚楽第跡 2点 安土桃山時代 京都市考古資料館

9 金箔瓦・金箔鯱瓦　聚楽第跡周辺 7点 安土桃山時代 京都市考古資料館

10 金箔瓦　伏見城跡 11点 安土桃山時代 京都市考古資料館

11 金箔鯱瓦　伏見城跡 1点 安土桃山時代 大坂城天守閣

12 金箔鯱瓦　広島城跡　金箔鯱瓦 1点 安土桃山時代 広島市

13 金箔鬼板瓦 1点 安土桃山時代 広島市

14 ○ 金箔鯱瓦　甲府城跡 1点 安土桃山時代 山梨県立考古博物館

15 ○ 金箔鬼瓦　甲府城跡 1点 安土桃山時代 山梨県立考古博物館

16 ○ 金箔飾瓦　甲府城跡 1点 安土桃山時代 山梨県立考古博物館

参考 ◎※ 紙本 支那禅刹図式 寺伝五山十刹図 （部分） 1冊 原本は鎌倉時代 大乘寺

参考 ◎ ※男衾三郎絵詞 （部分） 1巻 鎌倉時代 東京国立博物館

西の丸御蔵城宝館開館5周年記念特別展

黄金をまとう鯱

令和８年（２０２６）１０月１日（木）～１１月２９日（日）

主催　名古屋城総合事務所 名古屋城調査研究センター・一般財団法人名古屋城振興協会

◎は重要文化財、○は県指定文化財、△は市指定文化財、※はパネルによる展示

　名古屋城西の丸御蔵城宝館は、文化財を収蔵・展示し、その歴史と文化を後世へ伝える施設として、

令和３年（2021）の開館以来、皆様をお迎えしてまいりました。このたび開館５周年を記念し、特別展

「黄金をまとう鯱」を開催いたします。

　名古屋城の金鯱は、慶長17 年（1612）の天守完成以来、名古屋の象徴として人々を魅了し、昭和20年

（1945）の焼失まで輝き続けました。

　本展では、金鯱の前史から歴史、最新の共同調査の成果まで紹介します。鯱をまとう黄金の輝きと、

それを守り伝えてきた人の営みに思いを馳せ、新たな魅力を感じていただければ幸いです。

出品目録

第1章　金鯱の系譜



資料名 員数 時代 所蔵 展示期間

17 金鯱の構造模型 1点 現代 名古屋城総合事務所

18 御天守鯱木地仕口寸尺之図 1冊 文政10年（1827） 名古屋城総合事務所

19 金城温古録 1冊
明治時代写

原本は万延元年（1860）献納
名古屋城総合事務所

20 ※名古屋城金鯱 1枚 明治4年（1871） 徳川林政史研究所

21 ※博覧会図式関係者記念写真 1枚 明治4年（1871） 東京国立博物館

22 ※墺国維府博覧会出品撮影鯱 1枚 明治５年-６年（1872-1873） 東京国立博物館

23 金鯱が取り外された名古屋城天守 1枚 明治４年-11年（1871-1878） 名古屋城総合事務所

24 博覧会図　元昌平坂聖堂ニ於テ 3枚続 明治5年（1872） 名古屋城振興協会 ①②

25 古今珍物集覧　元昌平坂聖堂ニ於テ 3枚続 明治5年（1872） 名古屋城振興協会 ③④

26 ※ウィーン万国博覧会の日本展示会場 1枚 明治6年（1873） ウィーン博物館

27 ※ウィーン万国博覧会の日本展示会場 1枚 明治6年（1873） ウィーン博物館

28 ※“ 写真アルバム＿ ”“WELT. AUSSTELLUNG IN WIEN” ” ” 1枚 明治6年（1873） 東京国立博物館

29 ※名古屋博覧会に出陳された金鯱 1枚 明治7年（1874） 名古屋市鶴舞中央図書館

30 ※名古屋城金鯱 1枚 明治11年（1878） 東京国立博物館

31 昭和実測図 2枚
昭和7年-27年度

（1922-1952/53）
名古屋城総合事務所

32 北鯱調査図面・拓本 2枚 昭和12年（1937） 名古屋城総合事務所

33 ガラス乾板写真 2枚
昭和15年-17年

（1940-1942）
名古屋城総合事務所

34 △ 銅鯱　名古屋城表一之門北方 1点 萬治3年（1660） 名古屋城総合事務所

資料名 員数 時代 所蔵 展示期間

35 ◎ 本丸御殿天井板絵　上洛殿菊之廊下「花文図」 1面 寛永11年（1634） 名古屋城総合事務所 ①②

36 ◎本丸御殿天井板絵　上洛殿入側「菊文図（白）」 1面 寛永11年（1634） 名古屋城総合事務所 ①②

37 ◎ 本丸御殿天井板絵　上洛殿入側「桐文図（緑）」 1面 寛永11年（1634） 名古屋城総合事務所 ①②

38 ◎ 本丸御殿天井板絵　上洛殿上段之間「山水図」 1面 寛永11年（1634） 名古屋城総合事務所 ③④

39 ◎ 本丸御殿天井板絵　上洛殿一之間「竹図」 1面 寛永11年（1634） 名古屋城総合事務所 ③④

40 ◎ 本丸御殿天井板絵　湯殿書院上段之間「山水図」 1面 寛永11年（1634） 名古屋城総合事務所 ③④

41 ◎ 本丸御殿天井板絵　湯殿書院上段之間「水仙図」 1面 寛永11年（1634） 名古屋城総合事務所 ③④

42 梨子地葵紋散糸巻太刀拵 1振 江戸時代中期 名古屋市博物館

43 釘隠　伝名古屋城二之丸御殿 2点 江戸時代前期 名古屋城総合事務所

44 ※江戸時代の小判 1点 江戸時代
三菱UFJ銀行貨幣・

浮世絵ミュージアム

45 佐州金銀採製全図 1巻 江戸時代 国立科学博物館 ①

46 佐渡国相川金銀鉱山及精錬之図 1巻 江戸時代 国立科学博物館 ②③

47 佐渡之昔乙 1巻
明治時代-昭和時代写

原本は江戸時代
国立科学博物館 ④

48 元文小判 1点
元文元年-文政元年

（1736-1818）
名古屋市博物館

49 金鯱関連資料 32件 江戸時代-昭和時代 名古屋城総合事務所

50 ミュオンによる金鯱の調査 1括 現代
高エネルギー加速器研究

機構物質構造科学研究所

コラム 東海道鳴海図 1枚 文久3年（1863） 名古屋城振興協会 ①②

コラム 元昌平坂博覧会 1枚 明治5年（1872） 名古屋城振興協会 ①②

コラム 名古屋鯱三題 3枚 昭和前期 名古屋城振興協会 ③④

展示期間：①10/1～10/20、②10/21～10/30、③10/31～11/9、④11/10～11/29　空欄のものは通期

第2章　名古屋城の金鯱たち

第3章　金の技術


